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Serum cardiac myosin light chain I (LC I) levels were quantitated with radioim-

munoassay kit in patients admitted to the division of Cardiology. In this study there

were 14 patients with acute myocardial infarction (AMI), 32 with angina pectoris (8

with unstable angina pectoris), 3 with myocarditis, 6 with old myocardial infarction,

5 with dilated cardiomyopathy, 16 with congestive heart failure, 3 with (myo) peri-

carditis, 1 with convulsion and 16 with other diseases.

The 14 patients with AMI all had elevated LC 1 (average 56.2^ 102.9ng/ml; range

7.6 to 419.0ng/ml). Serum LC I levels rose rapidly and stayed elevated long after

AMI (average 16 ± 8 days ; range 5 to 37 days). AMI could be retrospectively diag-
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ミオシン軽鎖音声急甑亡､筋梗茶サ心機能

末1抹什LU勺酬吾;～
I.は じ め に

等C3酵素が泊再帰こ流出し たり糾す仁二PKの心筋アイ

･′H∴●､̀辛′:I(､門(＼lt上目;再一虻.:症/工亘古畑侶l十･~L

梗塞心筋巌をよく反映するため広く臨床に済む亘凍てい

動脈鞠鮎綬溶解療法(㌘TC詑)が臨床をこ使用きれるよう

になりたため,PTC,Rで丙潅流が得られる才二梗塞都心

永軌 究略等ぼ心筋に特異的に存在するミ#シソのサ

ブユニットである軽鎖が障害時に心筋紳I"〉流言出する安定

たラジオイムノアヅ七十臣こよる血中徽慶測定法を開発し

た急派)

H.心筋ミオシンと測定キtLJ卜

心筋ミオシソは筋肉収縮職最小準位である筋原線維を

構成する構造蛋白である.筋原線維は太いフJfラメソト

-,i-.卜/1巧∴､∴再ILl-i-■:i∴【∴∴叫摘締~l行トナ.工､.

ミオシソは太いフでラメソトを韓成せる屯ので,さらに

-ミオシソ骨子は曾予選が太きく相同する2個の豪顔と声

分‖11t吉斗＼十ノ再雨fil弓ナ{-Eti二三∴tl州-L'L<.川≠トト軒

頗且甘(同20声0醐)の2穫額による軽顔のサブユニット

化をこよりミオシン分子から容易をこ解離されチとくをこ軽顔

は骨子農が小さく細胞外に遊出しやすいため心筋障害時

には早期をこ血中-流出する中さらに鰹鯛はS菩-豊濃の含

有が少なく生化学的に安定な蛋白でありテ組織や血清に

存在する蛋白分解酵素の作用を受酬こくい,

ミオシId/軽錦を抗額を用いたイふfラジオメ巨)ック

法で測窪すると測定感度は0.2r湿鍔払下,′竜覇魔骸ミ,#シ

ソ軽鱒との交叉反応は漫7%であるか褒葛に永井砂党略

ソL丑キ､ソ巨や7せび)操作法概略を示す5).

III.心疾患におけるミオシン軽鎖1

1.各疾患におく十るミオシン軽鎖Ⅰの最高値

急l牛再伸巨.勘t廿 町日出:_判 ｣工Lil町∴､症L'･i刊.牛

安産狭心症S例きき心筋衆3例声紋旧姓心筋梗塞6例苧

払張畑二_:頼.1∴亘札 工1＼十l(串≡J.心膜 ･工､iil十 ..モ工目礼

不整脈等その他16例予全身痩轡違例のミオシン軽親王最

高的十図1∴木上

急性心筋梗塞例では全例295m鑑/ml以上の異常高値

I;r万上 丁例::汗こいIILTll111十巨豆描け示し十.ニト

::二腔誹Iノ十･110tlLTll･llL･T叫日刊訂し二､的梗張倒.1!凍主神

転倒打撲した例であり,心筋だけでなく骨格筋等の障害

が加わった可能性がある.不安定狭心症8例中3例で鼎

常商懐がみられ 不安定狭心症でも心筋障害が起こって
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血中 ミオシン車銅自1濃度 (ng/ml)

02.5 10 20 30 40 50 60 70 80 90

1.不安定狭心症

甑 且 各穫疾患における血中 ミオシン軽機 首の最高値

狭心症ではC)不安定狭心症苧静安定狭jL廃 を示す｡

いることを示唆する所見である.

心不全は例中且2例にミオシソ軽顔 夏の異常高値がみら

れたせただし前後数週間の ミオシン経顔 富徳は 表中5m鑑/メ

ml最下のはシ常値が食倒でみられている.心不全では左

賓拡張末期ほ上界等によg/j心筋障害がおこりゃせくちこ

のユ2例で鮎心筋障害によるミオシン′軽顔 文の高値が考え

られる. しかし幣機能低下によりミオシン軽戯 言が血中

にとど護り巣鷹高値となi!きうること転考慮 しなければな

らない,

2. 急性心筋梗塞とミオシン軽銀 1

図 '1-:し :卜1.-ド.･l∴圭甘心頼酷く巨町 ILt]Lll'こす-::/

軽甜 I iLL'liこ_.(､t'1上 し､ド王く＼17ミ,(1,()'仁 1.1)tl'll宣

教を示す*ミオシソ匪顔 瓦は発症2-ノ6日後に最高値と

一十 1･1う.-i+1∴日日 十:tJ∴†_tこくけ ∴1-:汀日周 il5'.辛+守.ゝ1

日)異常高値が持続 した.

･章句 1.胸痛∴卜∵壱湖 ･一､11日吉L,＼T‥了 -ト′1､(.L亘::i

みられ緊急心撮カテ-テル法を施行 した*左冠動脈遺影

~･二言･二回簸托 !.､Nいlこい/､､宣辛肺.虹.∴ノ∴守 L図 IIIト上､.

PTC詑 後同部が開通 した (図 望凝-率),右冠動脈に確)

ロリン酸心筋シンチグラムで側壁--下級壁に 隠‡の取

込みがみられた 皇国 望月二).
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図慧亀症例且の冠動脈造影像
左冠動脈左回施枝(No｡13
)が完全開窓
肴冠動脈内血栓療法(PTC毘)後閉塞郡が開胤
右冠動脈にも狭窄あり申

LlLl･1

シ野
L r-さ

･#

iZ(1u'

酸心筋ジンチ

コLII∴重圧川L･1rJ(･上しさしl二言iLll'lll.し､r｢十十L与､上
付隼-十十十一til_~晶 ･̀･＼∴･1∵…∴∴:i:∴

症例2書胸痛からシ≡Yツタ状態となり入院か左冠動

脈造影で左前下行枝 潤ゎ齢 の完全拷弓塞がみられたが

PTCま更により開通した(図3済-よう.左冠動脈から右

冠動脈-側副血行が発達し 右冠動脈 榊C)封 に古い

症例 3-夕食後心綴部播種統L来院.心電図は正常

範囲で(図複欝-最上ニトログリセリン舌下は無効で鋭

痛剤筋注により症状が消失した.来院時の生化学検査で

('tL-I(.('1-'王(＼11ミ.lL'=tノ1止犬.(i,OT.I.i)t卜､-卜'{ll,I.∴∴∴

れず急性胃炎の診断で経過観察入院した症例である｡そ

の後症状は消粂したが図洩-鬼のごとく生化学の巣常高

値がみられ 4日後の心電図(図速断慧)も入院時と比
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図 3鬼 症例 望(鋼二れ 男性)の血中 ミオシン軽鎖 五号CPK,GOT,LD銅 の推移

脈前~打行枝 梱 臼7､)の完全熟『塞と右冠動脈 (Ne32ニラの

跳)%狭窄や左回施綾と右冠動脈かぎ〕左前 隼行枝-額臓]血

71･･L::/.[:･,

;!. 三才シ:_//蛙摘 1の最融通までの時間と異常高

健棒綬口数

心筋梗塞発症からげは中 ミオシン/軽餅 耳の最高値を示す

i-一 宮 骨∴∴1十1十 号■二二･,∴ し半l七･､､∴｡∴~-Ih).t)

時間に比較 Lて遅い結果を得た.踊 3-1亀のご)こくくミオ

シン軽餅 互が〕最高値-準最高額は数u撞統 している例が

多くみられた.

異常高値を示す期間は ミオシン経康 昔が 旦5血5±7h9ぎヨ

の1恩命7±3&2日より養い.

-1. ミオシン軽量盲目 と J'THt

の推移を閣 議に示す｡PTCR の washouも効果によ

;〕し'1--I(言 Ii二ミ丁川L i.('門十＼Ⅰ呈上 tpー1州言It71乙言頼!

を示すが㌢ ミオシン軽顔 互は最高値が i約.8m針′mlにと

ど変っている.入院時血圧 320/70mmH鍔,肺勤総圧 34/

10mm王-転 心抽出農係数 3.転i/育/m2宇陀親ip分類 畑

卜川Il-t､ヾ1､､r'ナ再三Lpl､IT:十･一. 1..≡巨な･､1日二寸ご轟汗･■~斗 駆出

斗_十浩 _L.三二､ .I-, 恒上汁1､一.∵ ＼ ['11'('l(机 r言 し､l-i(

や CPK-A/宜鴇 よをブ転ミオシン軽錘 丑のほうが心筋梗塞

.i古■､判定∴ i.r行吊 こ_黒い=i~十

･'1. killit)分類とミオシン軽録 l最高値

血中 ミオシン軽康 豊最高値は K損iP 亙群 行ド ア)管

T.tト Il.tいり∴さ十1∴い !1LT雨. 11打 と11 ニト '_∴l(:.I--

937

図 3藍蓬 症例 2の冠動匪造窮乏

ド:I'rl'('t日 工古津車 両 再 j号 ･＼｡.(1､が宣辛

閉鎖から25発∴狭窄へ改善した七

下 ;右冠動脈 偶 仇 鋸 の完全閉鎖と左冠動脈から

右冠動脈-の紬 紬鉦行がみ軽,れる申
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l Pく0.05 -｢

r PLO･01･｢

萱喜紅 晶 9.望逐電,3

●

●43.6±5.2

●

●419.0

●

●147.9二十157.1

●

I lt = MEANIS.D.

～-):ミミ)

眉岱 済 嘗88

ミオシン奉呈鋳 l (ng/mり

綴 宿 昔も測豆p 分類と ミオシン醍鮎篭畳最高値 (m現わ 踊 欝 だが蔓jミオシン緩姦畠互と左憂慮綻若緑事実綱 紺昭

踊 S 急鰍しこ､筋架の左妾JL､窮教険像

心筋細胞は配列の乱れが強い申変鮎に灘 (矢印)が散招｡され学近傍にマクu
ファー-ジ 仁二教矢印)もみだ凍 るB間鷺要鉦摘]等度の線維化を認める血
'､.:1(Lrlrmi.
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-L'.丁rl∴(i十:'∴ご≒rり..:ml.n卜TVf享1川 ･いて/'ti,(ド

粧･｢∴人吉トJr･Ill-し･3p.･国t卜

ti.心筋梗塞における左登簿剛_1率とミオシン蛙iiLj
!.最高値

i離層~害ミ頭目シン軽頗豊殿高値と慢性期左婁騒き凝率を左室

遺影窪たは心プ-ルシンチグラムで対比検討しJた.開署

に示すように両者は良好な魚の紹開閉榛が認められた血

T.心筋炎とミオシン軽錯l

左室心筋生検(阿郎などで心筋炎と診断された例で

寒さ血中ミオシン軽顔王はL壇凱3mg/m丑と異常高値が認め
∴(∴-:-:..

.～_骨格筋障害とミオシン軽錆T

f
▲

守
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-

-

-
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L

図9に全身療轡発作でÅ院した症例の血中ミオシン

軒津トL斗勅/'F.lI;~上 )､打il士JI～.･ll<i鳥目卜二日i.I(i.I:

Tlt卜二(汁 (､lTITl汗二日1.し'こII.hlTl･二IILI-1∴rZlllLL:(汁

＼1.i__.:(l言Ttl.i.,T誹 ㍉庸甘い宇目了∴∴十十頼照さ∴をhl判

持続した.電解質が､用ミ常化とと確)をこ療轡は消失しきミオ

は正常であり学究に記Lたごとく骨格筋ミオL/yf,7)変覚

反応は17%あるため,興り雛こ多く旦紬を砿流山Lた骨格筋

ミオシンを測定したと思われる.

tl一.考 案

永井や党略捌こより開発された審測定キットは,測定

感度,測定の再現性,こて､ソト問の変動係数等の諸条件を

CPK
CPK一MB
'JU汗

済液学際

days

図9変身痩撃発作患者におけるミオシン軽随喜の変動
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瀦たしており,-磯 臨床検査として使用可能とな､-つた,

て ミオシソ軽銀 Ⅰは 息5花5聖7,9mと産 く持続するbその

筋梗塞の診断が可能であり太変郡 嘗3である氏心筋棟数等､

後期の ここⅢも亨を二王3K M蒼尊慮高値判定には数時間毎G?)採

血が必饗であ畑 愚者及び医療関榛著の負担が大きい｡

ミ召-シソ軽錘 蓬の最高値は3金塊±ik望円後に揖現 し数 F3

間 レベルが維持されるので声C㌘民 最高値判定に要 した

数時間毎U)採血は不 要 と な る *

注 意 点 と L て は 腎 機 能 低 下 例 で は 心 筋 や 骨 格 筋 か ら 遊

出 し た ミ オ シ ン 軽 鎖 が 代 謝 さ れ ず , 最 期 に 血 中 に と ど ま

り 異 常 高 懐 を 示 す こ と が あ る ｡ ま た 痩 轡 や 筋 ジ フ 日 ､ u ブ イ - -

例 な ど で は 骨 格 筋 か ら ミ オ シ ン 軽 誹 が 遊 出 し 異 常 高 値 が

認 め ま-h凍 る が 予 こ れ ら は 臨 床 所 見 な ど で 鑑 紺 可 能 で あ る 廿

1 ' . ま と め

モ ノ ij m M ナ ル 抗 体 を 用 い た 打 痛 才 ミ 凍 - シ ソ 軽 錬 王 測 定

キ ､､㌔ 卜 を 用 い て 急 性 心 発 努 梗 塞 を 主 に 心 疾 患 に お け る 有 用

性 を 検 討 し た ,

ミ オ シ ン 軽 鎌 首 は 心 筋 梗 塞 3 . 穏 ± 上 狛 遠 で 最 高 値 に 運

宜 最 高 値 は K i賄 う 分 類 き左室 躯真倉Bl率な{･とし薮症鹿をよく

反映 した｡
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